
　
防
衛
庁
が
「
防
衛
省
」
に
昇
格

し
て
、
あ
っ
と
い
う
間
の
�
年
で

あ
っ
た
。
こ
の
間
、
防
衛
省
な
ら

び
に
自
衛
隊
は
飛
躍
的
に
任
務
を

拡
大
し
て
い
っ
た
。
東
日
本
大
震

災
や
熊
本
地
震
で
の
大
規
模
な
自

衛
隊
員
の
災
害
派
遣
、
国
家
安
全

保
障
会
議
の
設
置
、
防
衛
装
備
庁

の
新
設
、
新
日
米
防
衛
協
力
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
制
定
、
平
和
安
保
法

制
の
施
行
な
ど
、
日
本
の
安
全
保

障
へ
の
取
り
組
み
が
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
に
な
っ
て
い
く
過
程
を
見
せ
て

く
れ
た
。
安
倍
政
権
な
く
し
て
は

防
衛
省
の
成
長
は
な
か
っ
た
と
い

う
意
味
で
、
「
幸
運
で
画
期
的
な

�
年
」
で
あ
っ
た
。

　
な
か
で
も
国
家
安
全
保
障
会
議

の
設
置
と
そ
れ
へ
の
防
衛
省
の
関

わ
り
は
重
要
で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮

の
核
ミ
サ
イ
ル
実
験
や
国
際
テ
ロ

な
ど
の
国
際
危
機
に
際
し
て
は
、

総
理
、
内
閣
官
房
長
官
、
外
相
お

よ
び
防
衛
相
の
４
人
で
緊
急
協
議

を
す
る
体
制
に
な
り
、
防
衛
省
の

地
位
が
高
ま
っ
た
。
同
会
議
は
米

国
の
国
家
安
全
保
障
会
議
（
Ｎ
Ｓ

Ｃ
）
が
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
で
あ

り
、
両
政
府
の
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の

安
全
保
障
関
連
の
協
議
が
で
き
る

一
大
利
点
を
も
つ
こ
と
に
な
っ

た
。

　
ま
た
防
衛
省
の
文
官
お
よ
び
自

衛
官
た
ち
が
同
会
議
の
事
務
局
で

あ
る
国
家
安
全
保
障
局
に
出
向

し
、
国
際
情
勢
の
分
析
と
日
本
の

対
応
策
を
検
討
す
る
任
務
に
も
つ

い
て
お
り
、
防
衛
省
は
こ
こ
で
も

こ
れ
ま
で
に
は
な
い
役
割
を
果
た

す
よ
う
に
な
っ
た
。

　
立
派
な
風
格
の
建
物
ば
か
り
で

は
な
く
、
防
衛
省
は
任
務
に
お
い

て
も
こ
の
よ
う
に
立
派
な
省
に
な

っ
た
。
防
衛
省
は
内
閣
府
か
ら
離

れ
て
独
自
の
立
場
で
防
衛
予
算
を

組
む
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
防
衛

相
は
外
相
と
同
格
で
対
米
協
議
な

ど
に
出
席
で
き
る
こ
と
、
諸
外
国

の
防
衛
相
と
同
格
で
協
議
が
で
き

る
こ
と
な
ど
は
、
日
本
政
治
に
と

っ
て
も
日
本
外
交
に
と
っ
て
も
意

義
深
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

平
和
安
保
法
制
の
施
行
で

集
団
自
衛
権
の
行
使
容
認

　
さ
ら
に
意
義
深
い
の
は
、
憲
法

第
９
条
に
お
け
る
自
衛
権
の
解
釈

に
柔
軟
性
を
持
た
せ
て
限
定
的
集

団
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
こ

と
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
２
０
１

６
年
の
平
和
安
保
法
制
の
施
行

は
、
激
変
す
る
国
際
関
係
に
お
い

て
重
要
影
響
事
態
と
存
立
危
機
事

態
を
想
定
し
て
自
衛
隊
の
役
割
を

広
げ
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
。
限

定
的
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を
容

認
す
べ
き
か
ど
う
か
の
議
論
が
国

会
な
ど
で
な
さ
れ
て
い
た
時
に

は
、
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
が
封
鎖
さ
れ

た
際
に
中
東
か
ら
の
石
油
の
輸
入

が
止
ま
る
存
立
危
機
事
態
を
想
定

し
て
い
た
。

　
し
か
し
、
現
実
に
は
日
本
に
も

っ
と
近
い
と
こ
ろ
の
北
朝
鮮
が
、

核
ミ
サ
イ
ル
に
よ
っ
て
日
本
の
安

全
を
脅
か
す
事
態
に
な
っ
て
い

る
。
金
正
恩
の
「
核
兵
器
で
日
本

の
四
島
を
海
に
沈
め
る
」
と
い
う

威
嚇
は
、
単
な
る
脅
し
だ
け
だ
と

し
て
も
、
戦
後
の
国
際
関
係
で
日

本
が
実
際
に
こ
の
よ
う
に
威
嚇
さ

れ
た
の
は
初
め
て
で
あ
る
点
に
鑑

み
て
、
日
本
は
存
立
危
機
事
態
と

し
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
し
て
危
機
対
処
の
過
程

で
、
日
本
が
集
団
的
自
衛
権
を
行

使
す
る
必
要
が
生
じ
れ
ば
、
そ
の

行
使
は
容
認
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。

　
と
は
い
え
、
こ
れ
か
ら
の
防
衛

省
・
自
衛
隊
は
、
こ
れ
ま
で
に
先

た
ゆ

輩
た
ち
が
弛
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て

築
い
て
き
た
国
民
か
ら
の
信
頼
に

十
分
に
応
え
ら
れ
る
存
在
と
な
り

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う

か
。
こ
れ
を
思
う
と
き
、
自
衛
隊

が
１
９
５
４
年
の
創
設
以
来
、
一

度
も
戦
闘
を
し
た
経
験
が
な
い
事

実
に
目
を
向
け
ざ
る
を
得
な
い
。

尖
閣
防
衛
に
し
ろ
、
対
北
朝
鮮
防

衛
に
し
ろ
、
自
衛
隊
が
所
期
の
任

務
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
ど

う
か
は
分
か
ら
な
い
。

戦
争
未
体
験
の
指
導
者

極
め
て
大
き
な
試
練
に

　
第
２
次
大
戦
後
の
�
年
間
、
平

和
を
享
受
し
て
き
た
日
本
で
は
、

戦
闘
体
験
を
持
つ
指
導
者
は
総
理

を
は
じ
め
誰
も
い
な
い
。
総
理
の

指
揮
の
下
、
防
衛
大
臣
と
統
幕
長

が
戦
闘
を
成
功
裏
に
展
開
で
き
る

か
ど
う
か
は
き
わ
め
て
大
き
な
試

練
で
あ
り
、
そ
の
成
功
如
何
で
国

民
の
信
頼
を
得
ら
れ
る
か
ど
う
か

が
決
ま
る
。

　
他
方
、
国
会
、
政
党
、
国
民
の

方
も
自
衛
隊
が
憲
法
、
法
令
に
従

っ
て
活
動
す
る
こ
と
を
見
守
り
な

が
ら
も
、
自
衛
隊
が
「
事
に
臨
ん

で
は
危
険
を
顧
み
ず
」
国
防
に
励

む
こ
と
に
謝
意
を
抱
き
、
激
励
す

べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
憲

法
第
９
条
に
自
衛
隊
を
明
記
し
、

自
衛
隊
な
ら
び
に
自
衛
官
に
名
誉

と
誇
り
を
与
え
る
こ
と
は
そ
れ
へ

の
第
一
歩
で
あ
る
。

　
防
衛
省
・
自
衛
隊
は
こ
れ
か
ら

困
難
な
時
代
が
来
る
こ
と
を
覚
悟

し
て
、
身
を
引
き
締
め
て
防
衛
省

昇
格
�
周
年
記
念
を
祝
い
た
い
。

　
岡
山
県
の
日
本
原
駐
屯
地
か
ら
�
普
連

が
駐
屯
す
る
香
川
県
の
善
通
寺
駐
屯
地
に

向
け
、
瀬
戸
大
橋
を
高
速
走
行
す
る
�
旅

団
の
�
式
機
動
戦
闘
車
（
９
月
�
日
）

　�旅団に初導入された�式機動戦闘車の車両標識に

筆入れを行う大西旅団長（９月�日、善通寺駐屯地で）

　
【
�
旅
団
＝
善
通
寺
】

陸
自
初
の
「
機
動
旅
団
」

と
な
る
�
旅
団
は
９
月
�

日
、
新
装
備
の
�
式
機
動

戦
闘
車
（
Ｍ
Ｃ
Ｖ
）の
「入

魂
式
」
を
善
通
寺
駐
屯
地

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
っ
た
。

式
に
は
旅
団
長
の
大
西
裕

文
将
補
を
は
じ
め
、
「
即

応
機
動
連
隊
」
に
改
編
さ

れ
る
�
普
連
（
善
通
寺
）

連
隊
長
の
今
井
俊
夫
１
佐

以
下
、
多
数
の
部
隊
・
協

力
団
体
関
係
者
が
参
列
し

た
。

　
１
０
５
ミ
リ
砲
を
搭
載

し
た
８
輪
装
甲
車
の
Ｍ
Ｃ

Ｖ
は
即
応
機
動
連
隊
の
火

力
の
中
核
を
担
う
装
備

で
、
�
旅
団
で
は
今
年
４

月
か
ら
「
準
備
隊
」
を
編

成
し
、
導
入
準
備
に
当
た

っ
て
き
た
。
同
車
は
９
月

４
日
、
�
旅
団
の
戦
車
中

隊
が
配
置
さ
れ
て
い
る
岡

山
県
の
日
本
原
駐
屯
地
に

初
納
入
さ
れ
、
新
部
隊
に

移
行
す
る
隊
員
の
教
育
訓

練
を
開
始
し
た
。

　
旅
団
に
初
配
備
さ
れ
た

Ｍ
Ｃ
Ｖ
３
両
は
「入
魂
式
」

の
た
め
、
そ
の
後
、
善
通

寺
に
進
出
。
�
戦
車
中
隊

長
の
海
老
原
圭
介
３
佐
を

指
揮
官
に
、
３
両
に
乗
車

し
た
隊
員
た
ち
は
本
州
と

四
国
を
結
ぶ
瀬
戸
大
橋
を

自
走
で
渡
り
、
善
通
寺
駐

屯
地
へ
と
前
進
し
た
。

　
�
日
の
入
魂
式
で
は
、

最
初
に
海
老
原
中
隊
長
が

清
酒
で
Ｍ
Ｃ
Ｖ
の
お
清
め

を
し
た
後
、
大
西
�
旅
団

長
と
今
井
�
普
連
長
が
車

両
標
識
に
筆
入
れ
を
行

い
、
最
後
に
全
員
で
安
全

を
祈
願
し
た
。

　
こ
の
Ｍ
Ｃ
Ｖ
は
�
月
１

日
、
日
本
原

駐
屯
地
の
創

立
記
念
行
事

に

初

登

場

し
、
多
く
の

来
場
者
に
高

い
走
行
性
能

を
ア
ピ
ー
ル

し
た
。

　
�
旅
団
は
現
在
、
�
中

期
防
に
基
づ
い
て
九
州
の

８
師
団
（
北
熊
本
）
と
と

も
に
「機
動
師
団
・
旅
団
」

化
を
進
め
て
お
り
、
�
普

連
は
今
年
度
末
に
島
嶼
部

へ
の
展
開
能
力
を
高
め
た

「
即
応
機
動
連
隊
」
に
改

編
さ
れ
る
予
定
だ
。

　瀬戸大橋を渡る３両の�式機動戦闘車。市街地走行用に

ドライバー席などにはガラスの風防が取り付けられている

　
機
能
別
訓
練
で
、
日
米
が
共
同
し
て
攻
撃
す
る
際

の
連
携
要
領
を
演
練
す
る
両
国
の
隊
員
（９
月
�
日
、

い
ず
れ
も
米
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
ヤ
キ
マ
演
習
場
で
）

　
市
街
地
戦
闘
訓
練
で
、
米
兵
士
が
移
動
す
る
間
、
建
物
の

周
囲
を
警
戒
す
る
�
普
連
の
隊
員
（
中
央
）
＝
９
月
�
日

　見渡す限り広がる演習場を存分に活用し、最長距離での

実弾射撃を行う６特連の１５５ミリ榴弾砲ＦＨ�（９月９日）

　
�
米
軍
兵
士
（
右
側
）
か
ら
建
物
内
の
捜
索
法
に
つ
い
て

指
導
を
受
け
る
陸
自
隊
員
（
９
月
�
日
）

　
�
広
大
な
演
習
場
で
１
２
０
ミ
リ
重
迫
撃
砲
の
実
弾
射
撃

を
行
う
�
普
連
の
重
迫
中
隊
員
（
９
月
９
日
）

　
【
�
普
連
＝
神
町
】
�
普
連
を
主
力
と
す

る
６
師
団
の
派
米
部
隊
は
９
月
５
日
か
ら
�

日
ま
で
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
州
ヤ
キ
マ
演
習
場

で
行
わ
れ
た
米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練
「
ラ
イ

ジ
ン
グ
・
サ
ン
ダ
ー
�
」
に
参
加
し
た
。

　
同
日
米
共
同
訓
練
は
機
動
と
火
力
を
連
携

さ
せ
た
諸
職
種
協
同
、
日
米
に
よ
る
相
互
連

携
要
領
の
演
練
が
目
的
で
、
初
め
て
小
型
無

人
偵
察
機
「
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ
ル
」
も
投
入

さ
れ
た
。

　
訓
練
に
は
陸
自
が
山
之
上
哲
郎
東
北
方
総

監
を
担
任
官
に
、
�
普
連
、６
特
連
（郡
山
）、

６
戦
大
（
大
和
）
、
２
対
戦
ヘ
リ
隊
（八
戸
）

な
ど
の
隊
員
計
約
３
２
０
人
が
参
加
。

　
米
陸
軍
か
ら
は
同
州
ル
イ
ス
・
マ
ッ
コ
ー

ド
統
合
基
地
に
駐
屯
す
る
第
１
―
２
ス
ト
ラ

イ
カ
ー
旅
団
戦
闘
団
第
２
―
３
歩
兵
大
隊
基

幹
の
約
２
３
０
人
が
参
加
し
た
。

　
訓
練
は
９
月
５
日
に
始
ま
っ
た
。
日
米
の

隊
員
た
ち
は
昼
間
の
気
温
が
�
度
を
超
え
、

朝
晩
は
�
度
以
下
と
な
る
苛
酷
な
砂
漠
の
自

然
環
境
の
下
、
火
砲
の
長
距
離
射
撃
や
市
街

地
戦
闘
な
ど
に
挑
ん
だ
。

　
最
初
に
行
わ
れ
た
機
能
別
訓
練
で
は
、
広

大
な
演
習
場
を
活
用
し
、
�
普
連
の
重
迫
中

隊
が
１
２
０
ミ
リ
重
迫
撃
砲
を
発
射
、
６
特

連
は
１
５
５
ミ
リ
榴
弾
砲
Ｆ
Ｈ
�
を
最
大
射

程
で
連
続
射
撃
。
一
方
、
�
普
連
２
中
隊
な

ど
は
実
弾
を
使
用
し
た
市
街
地
戦
闘
訓
練
に

臨
み
、
建
物
内
に
潜
む
ゲ
リ
・
コ
マ
の
捜
索

や
掃
討
を
演
練
し
た
。

　
メ
ー
ン
と
な
る
総
合
訓
練
は
�
日
か
ら
�

日
に
か
け
、
ヤ
キ
マ
演
習
場
の
全
域
を
使
用

し
て
行
わ
れ
た
。
広
大
な
作
戦
地
域
で
迅
速

に
敵
の
動
向
を
把
握
す
る
た
め
、
初
め
て
米

陸
軍
の
無
人
偵
察
機
「ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ
ル
」

が
活
用
さ
れ
、航
空
偵
察
を
行
う
と
と
も
に
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
日
米
の
情
報
共
有
を
図

っ
た
。

　
そ
の
敵
情
を
基
に
攻
撃
作
戦
を
立
案
し
、

ま
ず
日
米
両
国
の
攻
撃
ヘ
リ
が
敵
の
主
力
を

上
空
か
ら
攻
撃
。
続
い
て
地
上
か
ら
も
小
銃

小
隊
、
戦
車
、
砲
迫
部
隊
が
連
携
し
て
総
攻

撃
を
仕
掛
け
、
最
後
は
日
米

部
隊
が
敵
陣
地
に
突
入
し

た
。
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